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■目的

本研究の目的は、民俗芸能や大道芸において、高齢期に差し掛かった時期に未知の技術を習得する人びとに着目し、

技術の習得過程と特徴を明らかにすることである。その上で、技術を習得するなかで、新たなものの見方や地域社会

などでの立ち位置を獲得した事例を手がかりとして、高齢期の人生を豊かにする可能性を見出すことを試みる。 

■概要

2 つの民俗芸能と 1つの大道芸の、計 3グループを取り上げる。民俗芸能では和歌山県由良町の「六斎念仏」と奈良

県奈良市奈良阪の「翁舞」、大道芸では大阪のちんどん屋「ちんどん通信社」を対象とし、各集団における技術と表現

について、地域社会や生業活動との関連をふまえながら調査を進める。調査は 2021 年 4月に開始する。 

■着目点

・民俗芸能：これらの地域では一定の年齢になると参加できる社会集団によって芸能が受け継がれている。集団内で

の技術習得および、参加者がもともと習得していた他の技術を応用して新たな表現を創造する過程に着目する。

・大道芸：この芸能は街頭での長時間の歩行をともなうため身体への負担が大きい。座長たちは、体力に頼らない表

現や加齢での衰えを補える技術の創造を続けており、その実践が、結果的に若手にも有効な技術となっている事例

に着目する。

■① 門前地区の「六斎念仏」：高齢者による未知の技能の習得と地域社会

写真 1 檀家の初盆でのおつとめ 

（2016 年 8月 14 日 発表者撮影） 

写真 2 練習風景 

（2016 年 8月 9 日 発表者撮影） 

・芸態：鉦を叩きながら、浄土真宗の御文書、熊野三山縁起

などを取り入れた経文を唱える。地域内にある開山興国寺

の祭礼、檀家の初盆などの場でおこなう。

・継承母体：開山興国寺の檀家・門徒の男性が、60 歳以上

程度を目安に任意で参加する。

・調査地の特徴：コメ、みかんなどの兼業農家が中心。

・調査方法：練習での参与観察、聞き取り、地域の特性と

生業にかんする調査、映像・音声の収録と分析など。

■② 奈良豆比古神社の「翁舞」：高齢期以降に参加できる社会集団における技能習得

写真 3 「翁舞」の様子 

NHK ホームページ 

「新日本風土記アーカイブス」 

より引用 

資料映像 

「新日本風土記アーカイブス」 

（NHK ホームページ内） 

・奈良豆比古神社の翁舞

https://bit.ly/3cZ5iJa

・男たちの宮座

https://bit.ly/3q6eGyA

・芸態：能の演目「翁」を三人で演じる。翁は宮座の構成員

の高齢者、千歳は小学生、三番叟は青年がおこなう。奈良

豆比古神社の秋祭りの宵宮などで上演される。

・継承母体：奈良豆比古神社の宮座。神社の氏子のうち、

60 歳以上の男性のみが加入できる。

・調査地の特徴：興福寺など歴史と由緒のある寺社が多い。 

・調査方法：聞き取り、映像・音声の収録、映像式モーショ

ンキャプチャによる翁三人舞の同調性の分析など。

■③ ちんどん通信社：身体の衰えを補う技術・表現の創造と若手への継承

写真 4 座長の林幸治郎氏 

（2016 年 8月 20 日 発表者撮影） 

写真 5 「囃子塾」の様子 

（2016 年 9月 14 日 発表者撮影） 

・芸態：鉦と太鼓を組み合わせたチンドン太鼓、口上、管楽

器などをもちいて街頭で宣伝をおこなう。化粧をして、時

代劇風の和装やサーカス風の洋装など目立つ格好をする。 

・芸団概要：1984 年に座長の林幸治郎によって結成された。 

2021 年 3月の時点で 22人が所属している。技術の創造と

若手への指導のため、月に 1 度「囃子塾」を開催している。 

・調査方法：「囃子塾」での参与観察、聞き取り、映像・音声

の収録、モーションキャプチャによる分析、視線計測など。 
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